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ハイブリッドロケット打ち上げ実験計画書 

 

2012年 05月 28日作成 

和歌山大学宇宙教育研究所 

実験概要 

内  容 

目 的 
和歌山を宇宙教育拠点とするために、教員・学生製作の 2

機のハイブリッドロケットを打ち上げる。 
 

実 施 日 

実施日 2012 年 06月 17日（日） 

予備日 2012 年 06月 23日（土） 

 ２機打ち上げ。 

資料１ 

実 施 場 所 コスモパーク加太 資料２ 

現 地 体 制 関係各所と電話等による連絡体制を敷く  

安 全 対 策 各ハザードに対して安全対策を敷く 資料３ 

ロケットの仕様 

ロケットの種類 ハイブリッドロケット 

資料４ 

※打上台につ

いては、資料５ 

ロケットモーター J型ハイブリッドエンジン 

ロケット全長 約 1900mm 

ロケット直径 約 90mm 

ロケット重量 約 5.0kg 

回 収 方 法 パラシュートにより回収  

最 大 到 達 高 度 予測では地表より約 200m（海抜高度で 287m）  

備 考 なし  
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資料１．実験日程 

 

日付 時刻 内容 

06/17（日） 

 

09:00 ～13:00 

 

13:00 

 

15:00 

 

 

16:00 ～18:00 

加太到着、ランチャー組立、打上準備 

 

学生製作のロケット打ち上げ予定時刻 

 

教員製作のロケット打ち上げ予定時刻 

（最大１７時まで延長あり） 

 

撤収作業、和歌山大学へ移動 

※予備日は 06/23(土)。作業スケジュールは 06/17（日）に同じ。 
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資料２ ロケット打上げ場所 

 

和歌山市コスモパーク加太 和歌山市加太字炭谷 2362 番 1、2362 番 12 

  



4 

 

資料３．安全対策 
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資料４．ロケットの仕様 

 

 

 

 

 

 

 

●機体外観：全長約 1900mm、直径約 90mm 

●打ち上げ時重量：約 5.0kgw 

●エンジン： 

HyperTEK社製 J型ハイブリッドエンジン 

●パラシュートにより回収 

（落下速度 10m/s） 

●最高到達地表高度：約 200m 

 

↑2012/05/19打ち上げた機体。 

今回(06/17)も同型の機体２機を打上予定。 

 

 

 

 

開放機構の蓋が開き 

パラシュートが展開されます。 ハイブリッドエンジン 

約 1900 mm 
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資料５．ロケット打ち上げのためのランチャー 

 

  

 

打上時の発射台（ランチャー） 

 

 

 


